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通期業績予想の修正、次期業績予想、及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

 

当社は、2026年 10月 15日開催の取締役会において、2025年 11月 14日に公表した 2026年９月期（2025

年 10月１日～2026年９月 30日）の業績予想の修正、及び 2027年９月期（2026年 10月１日～2027年９月 30

日）の業績予想を決議いたしましたので、以下のとおりお知らせいたします。また、特別損失を計上する見込

みとなりましたので、併せてお知らせいたします。 

 

 

１．業績予想の修正について 

（１）2026年９月期通期連結業績予想数値の修正（2025年 10月１日～2026年９月 30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属す

る 当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

連結当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 10,005 785 779 436 141.08 

今回修正予想（Ｂ） 9,432 420 408 △184 △59.52 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △572 △365 △370 △621  

増 減 率（ ％ ） △5.7 △46.4 △47.5 △142.3  

（ 参 考 ） 

2 0 2 5 年９月期実績 
8,945 781 773 398 125.96 

 

（２）業績予想修正の理由 

当社グループは、ITを基軸にクライアントの経営課題解決を図る『ソリューション・インテグレーター』

として、エンジニア派遣を基盤としながら、コンサルティング、受託開発・保守運用、M&Aの３領域を戦略領

域と位置づけ、積極的な成長を推進してまいりました。 

当初の通期連結業績予想では、中長期経営方針の通り、業容拡大にこだわる２ndステージとして売上高は

10,005百万円（前期比 11.8%増）、収益拡大に向けた費用投下を進めるため営業利益は 785百万円（前期比
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0.5%増）と算出しておりました。 

しかしながら、M&A仲介業を手掛ける当社連結子会社の株式会社 HCフィナンシャル・アドバイザー（以下

「HCFA」という。）において、案件成約までの期間が当初想定より長期化し、一部案件の成約時期が翌期に変

更となったことに加え、一部案件が成約に至らなかったこと等から、成約件数及び売上高が当初想定を下回る

見込みとなりました。これに伴い、売上高、営業利益及び経常利益は、前回発表予想を下回る見込みです。 

 また、当社連結子会社の株式会社コスモピア（以下「コスモピア」という。）における取引先従業員による不

正な取引に関連して、2026 年９月期の連結決算において 400 百万円の特別損失を計上する見込みとなりまし

た。 

 これらを踏まえ、親会社株主に帰属する当期純利益についても前回発表予想を下回る見込みとなったことか

ら、2026年９月期の通期連結業績予想を修正することといたしました。 

 

 

２．次期業績予想について 

（１）2027年９月期通期連結業績予想値（2026年 10月１日～2027年９月 30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属す

る 当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

連結当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

2 027 年９月期予想 11,000 470 450 265 85.04 

 

（２）次期業績の見通し 

 2027年９月期については、HCFAへの利益依存度の低減を図りつつ、その他の戦略領域事業における収益拡

大、2026年７月に連結子会社化した株式会社ライフシールドの通期連結による売上高への寄与、及び SES事

業の採算改善等を見込んでおります。 

これらの取り組みにより、2027年９月期の連結業績は、2026年９月期の修正予想に対して増収増益を見込

んでおります。 

なお、2027年９月期の連結業績予想には、今後新たに実行する M&A（企業買収）による業績への影響を織り

込んでおりません。今後、M&Aの実行に伴い業績予想の修正が必要となった場合には、速やかに公表いたしま

す。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提

に基づいており、実際の業績等は様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

３．特別損失の計上について 

当社連結子会社のコスモピアにおける取引先従業員による不正な取引に関連して、2026年９月期の連結決算

において 400百万円の特別損失を計上する見込みとなりました。本件の詳細につきましては、本日別途公表い

たしました「当社子会社における取引先従業員による不正な取引及び今後の対応に関するお知らせ」をご参照

ください。 

 

以 上 

 


